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教学データサイエンス
の普及に向けて

九州大学 大学院システム情報科学研究院 島田敬士

1

九州大学「ウェル・ビーイングの実現に貢献する高度人文情報人材養成プログラム：
人文学×データサイエンスによる「人文情報学」大学院の設置」発足記念シンポジウム
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九州大学の教育データ蓄積基盤
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e-Learning e-Book

出欠確認
レポート提出
小テスト

教材配信
キーワード検索
ハイライト，メモ

PC必携化 (2013~)
全教室に無線LAN

学生19,000名，教職員8,000名

デジタル学習環境の全学展開
学習・教育のプロセスを蓄積

LA
Dashboard

学習振り返り
可視化分析

学習要点の共有



教学データ？
•呼び方は様々：教育データ，学習ログ，スタディログ…
•教育学習支援を行うシステムに収集されるデータ全般
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• 出欠状況，小テスト受験状況

• 課題／レポート，それらの提出状況LMS

• 閲覧時刻／時間，マーカー，メモ

• コンテンツ（画像，テキスト）eBook

• 分析結果のフィードバック

• 活動の振り返りDashboard

学習管理システム

デジタル教科書

学習ダッシュボード 操作ログを集めれば
それも教学データ



LMS画面例
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各学習コンテンツへのリンク提供
課題の提出フォームの設置
アンケート，小テストの設置



eBook画面例
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そのページの内容が
わかった／わからなかった
の反応を収集

ブックマーク，マーカー，
メモ，検索などの基本機能



教育データの具体例：イベントストリーム
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「いつ」，「どこで」，「誰が」，「何を」した？
時刻 コース

教材
ページ

学習者
教師

ページ送り
マーカー，メモ
課題提出

小テスト受験



8

処理基盤

教育データ
推薦:

補助教材
関連教材

予測:
成績

可視化:
学生の活動状況

推薦:
授業スピード

教師

学生

学生
変化検出

モデル化

予測技術

他のクラス

家

学習・教育
データを収集

現場に
フィード
バック

学習・教育
データ分析

要約版教材自動生成

閲覧状況リアルタイム可視化
学習活動ログによる成績予測

テストの即時分析

ラーニングアナリティクス（LA）
データに基づく学習・教育の分析，改善のためのフィードバックを実現



教員向け分析レポート
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日ごと／時間ごとの
教材へのアクセス状況

他コースとの比較

検索ワード

ページアクセス
ランキング



集約
分析

St
ud

en
t

Activity every 5 minutes

High

Low

活動 多

活動なし

学習状況の可視化
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90 min
演習，課題，小テスト
等の実施状況

教材へのアクセス状況
教材の操作状況

eBook

LMS



ダッシュボード開発
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受講状況

教材閲覧
状況

閲覧人数
割合

説明ページへの反応

教育データ分析／現場へのフィードバック展開の登竜門



イベントストリーム分析系の研究
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• イベントストリームから学習状況（全体／個人）を把握
• 学習傾向の変化点検出，Drop out/At-risk学生検出

[LAK17]

海外の研究ではLMSやMOOCsなどのオンライン
教育システムに蓄積されたデータ分析が主流



成績予測
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学習活動
成績

過去の教育データ

予測モデル

現在のコース

Attendance Attendance Being late Absence
Quiz Score Above 80% Above 60% Above 40% Above 20% Above 10% o.w.

Report Submission Late No
Course Views Upper 10% Upper 20% Upper 30% Upper 40% Upper 50% o.w.
Slide Views Upper 10% Upper 20% Upper 30% Upper 40% Upper 50% o.w.
Highlights Upper 10% Upper 20% Upper 30% Upper 40% Upper 50% o.w.

Memos Upper 10% Upper 20% Upper 30% Upper 40% Upper 50% o.w.
Actions Upper 10% Upper 20% Upper 30% Upper 40% Upper 50% o.w.

Word count Upper 10% Upper 20% Upper 30% Upper 40% Upper 50% o.w.



成績予測
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類似コースのデータ
学習用：4コース
検証用：2コース

Recurrent Neural Network (RNN)

0%
20%
40%
60%
80%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8
Week

Grade A
Grade B
Grade C
Grade D
Grade F

Grade A: 
高性能
学習サンプル多数

Other grades: 
低性能
学習サンプル希少



成績予測＋説明性
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時系列モデル
• 過去からの活動特徴を伝
播しながら成績を予測す
るためのモデルを獲得

注意機構
• 成績予測に寄与する重要
特徴を発見

• どんな活動が重要？
• どの期間が重要？



成績予測に寄与する活動は？

16

Group # 
Week

Num 
Read 
Pages

Reading
seconds CLOSE OPEN NEXT PREV DELETE

MEMO
PAGE
JUMP

CHANGE 
MEMO

ADD 
BOOKMAR

K

ADD 
MEMO

ADD 
MARKE

R

DELETE 
BOOKMAR

K

SEARCH
JUMP

DELETE 
MARKE

R
SEARCH

All
W5 0.070 0.046 0.047 0.055 0.049 0.068 0.053 0.117 0.050 0.049 0.051 0.049 0.104 0.047 0.046 0.099
W10 0.080 0.034 0.035 0.049 0.040 0.088 0.042 0.156 0.041 0.036 0.040 0.038 0.129 0.038 0.034 0.119
W15 0.091 0.026 0.027 0.044 0.035 0.115 0.035 0.175 0.035 0.028 0.033 0.031 0.141 0.032 0.026 0.127

成績
Top
25%

W5 0.130 0.054 0.050 0.089 0.044 0.130 0.077 0.029 0.076 0.055 0.043 0.044 0.032 0.066 0.054 0.032
W10 0.190 0.040 0.036 0.093 0.032 0.200 0.071 0.022 0.071 0.040 0.030 0.030 0.030 0.057 0.039 0.026
W15 0.230 0.031 0.027 0.093 0.022 0.260 0.065 0.015 0.067 0.030 0.020 0.020 0.023 0.051 0.030 0.018

成績
25-
50%

W5 0.084 0.052 0.052 0.065 0.055 0.090 0.060 0.070 0.061 0.051 0.052 0.051 0.076 0.059 0.052 0.070
W10 0.102 0.042 0.041 0.064 0.046 0.131 0.053 0.079 0.057 0.040 0.042 0.040 0.090 0.054 0.041 0.077
W15 0.119 0.033 0.033 0.061 0.040 0.174 0.046 0.085 0.052 0.030 0.034 0.032 0.100 0.049 0.033 0.081

成績
50-
75%

W5 0.038 0.040 0.044 0.035 0.058 0.033 0.036 0.156 0.034 0.041 0.056 0.052 0.159 0.036 0.040 0.142
W10 0.025 0.029 0.035 0.021 0.056 0.026 0.022 0.196 0.022 0.029 0.049 0.044 0.211 0.029 0.030 0.175
W15 0.020 0.022 0.028 0.015 0.052 0.031 0.015 0.220 0.017 0.021 0.042 0.036 0.243 0.024 0.022 0.193

成績
75 –

100%

W5 0.037 0.040 0.040 0.037 0.040 0.023 0.042 0.200 0.033 0.049 0.050 0.049 0.145 0.027 0.040 0.147
W10 0.020 0.025 0.026 0.021 0.028 0.010 0.026 0.296 0.018 0.035 0.038 0.037 0.190 0.014 0.025 0.191
W15 0.012 0.017 0.018 0.013 0.020 0.007 0.017 0.354 0.011 0.025 0.030 0.028 0.212 0.008 0.017 0.210

• 学習量が多いことに注目（当たり前？）
• 学習時の読み戻りアクションに注目成績上位群

成績下位群 • マーカ削除，検索機能の利用に注目
• 学習時のページジャンプに注目



ここまでの整理
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構造化／非構造化データという観点で整理

非構造化データ

構造化データ・・・イベントストリームデータ
約3％

約97％

九州大学の例（2022年頃）

未活用のままの
ケースが多い

構造化データで得られる表層的な活動分析の結果に
非構造化データ分析で“文脈”を抽出できる可能性

レポート 授業動画 教材 発話音声

メディア情報

約5.8億レコード

約500万
ファイル群

• 教材内容の分析
• 課題の解き方分析
• 思考過程の分析

「なぜ」，「どのように」，活動
したかの詳細な情報を取得可能

多くの研究ではこのデータに注目データ量



記述データ分析
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• 自身の考えや授業で習った知識の整理
• 分かった／分からない内容の整理
• 学習トピックに対する疑問／感想

学習者の深層的な学習活動を
把握するうえで重要な情報源

学習日誌



日誌要約
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受講生が書いた日誌を分析し頻出語をランキング化
各週の単語ランキングから個々の具体的な日誌内容を選択閲覧可能
単語の使用頻度推移から講義に対する学生の反応の変化を把握可能



学習日誌分析
•文字数多

-授業内容のまとめが網羅的
-～だが，や，～なので，という
文章に付加情報が加えられている

•文字数少
-空欄項目が多い
簡潔な文章でまとめている

•日誌内単語分析
理解トピック 未理解トピック

学習支援要否の検討に活用理解状況を把握



手書きノート
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•授業内容の記録
•授業内容の補完
•知識の整理

•学習状況を把握する
ための重要な情報

•電子ノートのように
文字数や図の量など
の分析が困難

•手書きノート分析で
は特殊な用紙を利用
するケースが多い

学習者の自由意志で書かれた手書きノート
の分析はあまり進んでいない



手書きノートの領域分割
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入力画像 出力画像 Ground Truth

入力画像

U-Net

目標出力
Ground 
Truth

• 手書きノートを「文字」
「数式」「図」の3領域
に分割

• 大量のデータを用いて，
入力画像（手書きノー
ト）と出力（3領域）の
関係を深層学習のU-net
で学習



学習活動と手書きノートの関係は？
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文字領域 数式領域 図領域 ページ数

出席
相関係数 -0.011 0.008 -0.032 0.03

p-値 0.927 0.945 0.794 0.808

e-Book
マーカー

相関係数 0.313*** 0.281** 0.296** 0.277**

p-値 0.009 0.02 0.013 0.021

Moodle
小テスト

相関係数 0.067 0.09 0.174 0.278**

p-値 0.584 0.46 0.154 0.021

勉強量の多さが
反映？

ノートにまとめる箇所
をあらかじめ整理？



ChatGPT×教育の論文が早くも・・・

25

• 教育コンテンツの作成
• 学生の参加と対話の改善
• 学習体験の個人化
等に利用できるか？



情報検索から対話へ？！
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人が作成したコンテンツを検索
情報技術は橋渡し役

AIがコンテンツを生成
人とAIが直接対話？！

内容の信ぴょう性，信頼性は？



ChatGPT：講義計画まで提案してくれる
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ChatGPT：簡単なプログラミング例示も可能
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自動作問／課題提供も可能に？！
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文章（≒教材等）を入力
内容を要約して多肢選択問題を生成
正答と誤答候補も自動生成

内容の信ぴょう性，信頼性は？

※テストメーカー

文章内の重要語をマスクして
穴埋め問題を生成

事前に作成され
た問題を適応的
に学習者に提供

問題を作成したのは人
重要語の選定や学習者の状況推
定のために情報技術を利用



評価実験を実施中・・・
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• 問題内容に対する自信
• 問題の許容の可否
• 元文章と問題の関連性
• 問題の難易度
• 選択肢の妥当性



教育データ利用普及に向けた活動紹介
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OpenLA：教育データ分析のためのオープンソースライブラリ
第7回IMS Japan賞 優秀賞（2022年11月）

• 事前処理における共通
部分の再開発を削減

• 先進的な分析技術開発
の支援・高速化
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教育データ分析コンテスト

チュートリアル資料も公開中

エビデンス駆動型教育研究協議会

例年約100名が参加
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教学データサイエンス実践のための
シーズ活用／ニーズ解決事業

①教学データサイエンス事業の全分野教育への展開を加速化
②教学データサイエンティスト育成プログラムに参加する大学院生に

実践教育の機会を設け，組織整備事業との相乗効果を創出

成果展開事業
• シーズ活用事業，ニーズ解決事業で
得られる成果をカタログ化

• 学内外の教育に成果を普及・浸透
• ラーニングアナリティクスセンター
と協力して実施

シーズ活用事業

ニーズ解決事業

• ラーニングアナリティクスに関連する研究分野から，
分析手法やシステムデザイン手法などの発掘し活用

• 教学データを提供し，技術の適用可能性を探求
• 大学院生は短期インターンシップで研究室に滞在し
て，実践的な技術を修得

• 学内全部局（教員，学科，学部など）から教学デー
タ利活用に関する課題を収集

• 組織整備する研究室が中心となり課題解決のための
分析技術や可視化手法，システム開発を実施

• 大学院生は短期インターンシップで研究室に滞在し，
教育現場のニーズ分析や課題解決能力を研磨

Lab 1 Lab 2 Lab 3

テキスト
マイニング

パターン
認識

映像・音声
解析

学内ラボ

ラーニング
アナリティ
クス研究室

教え方・学
び方の分析

教材の改
善点分析

理解度の定量化 教材動画分析

•教学データ提供

•分析ノウハウ提供

•成果を学内外へ展開
•教育研究を加速化

•事業参画
•技術提供

分析系
研究室

開発系
研究室

•課題提案
•分析依頼

学内
部局

授業担
当教員

学内連携
成果展開
フィード
バック

学外へも展開

教育データの分析を通して
本学の教育・学習の改善に貢献



ギルドプラットフォーム
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• 学生のオンキャンパスジョブ促進
• 学内シーズとニーズのマッチング

2023年度から学内展開を拡大予定

プラットフォームを
開発・運営している
のは本学の学生組織

これまでにサポQ
（LINE bot）などの
開発実績あり

研究者，職員，
業者，etc

学生
（業務受託）

シニア学生
（業務受託）



ギルドのこれまでの活用事例
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学内サービス 改革ワークショップ開催のためのメンバー募集

学内の教育システムやサービスの課
題を洗い出し，データを活用した改

善策を提案

ワークショップで出たアイデア
のうち２件がすでに実装完了

新たに開発した学習支援システムの評価タスクの依頼

単に開発案件をお願いするだけに
留まらず・・・

学内システムを理解している学生さんが
参加するのでシステムの説明を省略可能

「過去に○○の授業を受講した学生」に
限定して依頼を出すことも可能



ご質問，ご助言，ご意見
なんでもお願いします

37

ご清聴ありがとうございました
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